
（注）本検討では、現状の飛行経路・周辺空域、進入・出発経路等から判断して計画を行うこととするが、実施に向けては、より詳細な
検討を行い決定する必要がある。
また、無線・管制施設についても、現状で判断可能な範囲で計画するが、他の無線・管制施設との電波干渉・障害等の有無につい
て一つ一つ確認する必要があることから、実施に向けては更なる詳細な検討を行い決定する必要がある。
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施設計画段階レポート（Ｐ１８）より



滑走路増設配置案滑走路増設配置案滑走路増設配置案滑走路増設配置案
検討結果

　・ＩＬＳ施設　両側を片側へ（主進入方向）

　・ＰＡＲ設置

　・ＶＯＲＴＡＣ　現施設で対応
　・消防　滑走路増設側へ移転
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